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登場人物紹介

【日本】
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。北米派遣統合司令官。コードネーム：デナリ。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　三佐。海自生徒隊卒、空自救難隊出身。コードネーム：ハンター。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　二佐。元韓国陸軍参謀本部作戦二課所属。コードネーム：ブラッ
クバーン。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。ロシア語遣い。コードネーム：ボーンズ。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西部方面普通科連隊から引き抜かれた狙撃兵。コードネ
ーム：ニードル。

〈訓練小隊〉
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。コードネーム：オリンピア。
峰
みね

沙
さ

也
や

加
か

　三曹。山登りとトライアスロンが特技。コードネーム：ケーツー。
駒
こま

鳥
とり

綾
あや

　三曹。護身術に長ける。コードネーム：レスラー。
瀬
せ

島
じま

果
か

耶
や

　士長。〝本業〞はコスプレイヤー。コードネーム：アーチ。

《水陸機動団》
布
ふ

留
る

川
かわ

弘
ひろし

　陸将補。水陸機動団長。
三
み

武
たけ

啓
はじめ

　一佐。高級幕僚。
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。アダック島派遣部隊司令官。水機団格闘技教官。
〈第１水陸機動連隊〉
十
と

和
わ

田
だ

耕
こう

司
し

　一佐。連隊長。
〈第３水陸機動連隊〉
後
ご

藤
とう

正
まさ

典
のり

　一佐。連隊長。
榊
さかき

真
しん

之
の

介
すけ

　一尉。第１中隊・第２小隊長。



居
い

村
むら

真
しん

之
の

輔
すけ

　陸将。防衛装備庁・長官官房装備官。

●海上自衛隊
《北米支援艦隊司令部》
井
いの

上
うえ

茂
しげ

人
と

　海将。北米支援艦隊司令部司令官。
仲
なか

野
の

正
まさ

道
みち

　一佐。艦隊幕僚長。
喜
き

久
く

馬
ま

真
まさ

子
こ

　二佐。艦隊情報幕僚。
村
むら

谷
たに

澄
すみ

弥
や

　一佐。北米支援艦隊司令部航空幕僚。
《むらさめ型護衛艦〝いかづち〞（6100トン）》
夕
ゆう

樹
き

達
たつ

成
なり

　二佐。艦長。
追
おい

川
かわ

涼
りょう

太
た

　三佐。副長。

●航空自衛隊
・第308飛行隊（Ｆ-35Ｂ戦闘機）
阿
あ

木
ぎ

辰
たつ

雄
お

　二佐。飛行隊長。ＴＡＣネーム：バットマン。
宮
みや

瀬
せ

茜
あかね

　一尉。部隊紅一点のパイロット。ＴＡＣネーム：コブラ。

●統合幕僚監部
三
み

村
むら

香
か

苗
なえ

　一佐。統幕運用部付き。空自Ｅ-２Ｃ乗り。北米邦人救難指揮
所の指揮を執る。

●在シアトル日本総領事館
土
ど

門
もん

恵
え

理
り

子
こ

　二等書記官。土門の娘。

●ロスアンゼルス総領事館
藤
ふじ

原
わら

兼
かね

人
と

　一等書記官。

●国家安全保障局（ＮＳＳ）
桂
かつら

木
ぎ

敬
けい

子
こ

　参事官。経済担当経済班副班長。

【アメリカ】
●エネルギー省
Ｍ・Ａ（ミライ・アヤセ）　通称・魔

ソーサラー

術師〝ヴァイオレット〞。Ｑクリアラ



ンスの持ち主。
レベッカ・カーソン　海軍少佐。Ｍ・Ａの秘書。ＦＡ-18戦闘機乗り。

●アメリカ国家安全保障局（ＮＳＡ）
ギャリー・マクマホン　海軍大尉。コードネーム：〝バンディッツ〞。

●陸軍
〈第160特殊作戦航空連隊〉〝ナイト・ストーカーズ〞
メイソン・バーデン　陸軍中佐。シェミア分遣隊隊長。
ゲーリー・アトキンス　陸軍中佐。第４大隊デルタ中隊。
ベラ・ウエスト　陸軍中尉。副操縦士。新大統領令嬢。
〈リチャードソン陸軍基地〉
クレイトン・マクニール　陸軍曹長。陸軍基地のボス。
ハリー・ヨシワラ　陸軍少佐。第501空挺歩兵連隊第１大隊ブラックフッ
ト中隊長。日系人。

〈第311軍事情報大隊〉
ケビン・ルー　陸軍大尉。サイバー・スペース管理小隊。元タイガー・チーム。
メリッサ・バーノン　陸軍少佐。韓国からの移民三世。元タイガー・チーム。
・第２大隊
メグミ・モリアーティ　陸軍特技兵。パイロットＴＡＣネーム：〝変

バリアント

異体〞。
・ミルバーン隊
アイザック・ミルバーン　元陸軍中佐。警備会社の顧問。かつてデルタ・
フォースの一個中隊を率いていた。

●海軍
・ネイビー・シールズ・チーム７
イーライ・ハント　海軍中尉。
マシュー・ライス　海軍軍曹。狙撃手。

●空軍
ヴァリシャ・カマラ　空軍大佐。ルイス・マッコード統合基地の米空軍上
級サービス・コンポーネント司令官。インド系。

テリー・バスケス　空軍中佐。終
ド ゥ ー ム ズ デ イ・プ レ ー ン

末の日の指揮機〝イカロス〞指揮官。
スペンサー・キム　空軍中佐。〝タイガー・キム〞と呼ばれたＮＳＡきっ
てのスーパー・ハッカー。



●ＦＢＩ
ニック・ジャレット　捜査官。行動分析課のベテラン・プロファイラー。
ルーシー・チャン　捜査官。行動分析課の新米プロファイラー。
ロン・ノックス　捜査官。ＬＡ支局・サルベージ班。

●郡警察（テキサス州ノーラン郡）
ヘンリー・アライ　巡査部長。陸軍に二期在籍した選

マ ー ク ス マ ン

抜射撃手。

●ロス市警
カミーラ・オリバレス　巡査長。ヴァレー管区。

●レジスタンス
ルーカス・ブランク　法学部政治哲学教授。公民権運動の闘士。
リリー・ジャクソン　元陸軍大尉。双発の小型プロペラ機パイパー・セミ
ノール乗り。

サラ・ルイス　海兵隊予備役中尉。スカウト・スナイパー指導教官課程出身。

●クインシーの若者たち
タッカー・トリーノ　ドローン・クラブ〝チェイサー〞の部長。
ベッキー・スワンソン　タッカーの幼なじみで、〝チェイサー〞の副部長。

●国家安全保障局（ＮＳＡ）
エドガー・アリムラ　陸軍大将。ＮＳＡ長官。

●その他
西
にし

山
やま

穣
じょう

一
いち

　ジョーイ・西山。スウィートウォーターでスシ・レストラン
を経営。

ソユン・キム　穣一の妻。
田
た

代
しろ

哲
てつ

也
や

　西山の会社員時代の後輩。
ディラン・ウエスト　アメリカ大統領。元・上院軍事委員会の重鎮議員。
ダニエル・パク　カリフォルニア州選出下院議員。
ケイリー・ナム　地方判事。韓国系。



【イギリス】
●王立海兵隊
・第45コマンドー
エドワード・テナント　海兵隊少佐。Ｙ中隊長。

●イギリス外務省
アーサー・シンクレア　一等書記官。

●民間軍事会社
ダリル・Ｆ・マッキントッシュ　元空

Ｓ Ａ Ｓ

挺特殊部隊。陸軍少佐。

【中国】
●人民解放軍海軍
《東
ドン

征
ヂャン

艦隊》　空母〝福
フージン

建〞（80000トン）
賀
ホヲ

一
イー

智
チィ

　海軍中将。艦隊司令官。
万
ワン

通
トン

　海軍少将。参謀長。

《海軍陸戦隊》　075型揚陸艦〝海
ハイ

南
ナン

〞（47000トン）
楊
ヤン

孝
シャオ

賢
シェン

　海軍中佐。隊長。
王
ワン

高
ガオ

遠
ユエン

　海軍少佐。副隊長。
張
チャン

旭
シュー

光
グアン

　海軍大尉。小隊長。

【ロシア】
●海軍
・ウダロイ級駆逐艦〝アドミラル・パンテレーエフ〞（8500トン）
ダニイル・ウラノフ　海軍中佐。艦長
ハビーブ・カレリン　海軍少佐。副長
サーシャ・シュミット　海軍少佐待遇。軍属通訳。言語学者。

●空挺軍
《第83親衛独立空中襲撃旅団》
ヨシーフ・ロマノフ　空挺軍少将。旅団長。



・第635独立空中襲撃大隊
イーゴリ・ダチュク　空挺軍中佐。
アンドレイ・セドワ　空挺軍中佐。旅団参謀。

【韓国】
●陸軍
洪
ホン

景
ギョング

求　陸軍中将。北米韓国軍統合司令官。
柳
ユ

輝
フィ

昭
ソ

　陸軍退役少将。
白
ペク

優
ウ ヨ ン

営　陸軍准将。第201迅速対応旅団長。
李
リー

承
スン

敏
ミン

　陸軍大佐。参謀本部作戦課長。
尹
ユン

仁
イングク

國　陸軍少佐。第707特殊任務大隊中隊長。
呉
オ

恩
ウンジュ

宇　陸軍少佐。
黄
ファン

侑
ユ ミ ン

珉　陸軍大尉。小隊長。

【国連機関】
●国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）
シャーロット・シンクレア　副代表。アーサー・シンクレアの叔母。

●国連児童基金（ＵＮＩＣＥＦ）
柊
ひいら

木
ぎ

恵
めぐみ

　ＵＮＩＣＥＦシニアスタッフ。
マヌエル・シュナイダー　ドイツ人スタッフ。
アリア・リンカーン　インターン。テキサス大生。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
は
、
真
夏
の
ス
コ

ー
ル
に
煙
っ
て
い
た
。
そ
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
東
側
を

流
れ
る
イ
ー
ス
ト
川
に
浮
か
ぶ
一
本
の
槍
の
よ
う
な
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
島
で
は
、
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走

り
回
っ
て
い
た
。

　

ま
だ
夜
明
け
前
か
ら
、
激
し
い
銃
撃
戦
が
そ
の
小
さ
な

島
の
北
端
で
起
こ
っ
て
い
た
。
闇
夜
に
乗
じ
て
、
暴
徒
ら

が
対
岸
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
か
ら
密
か
に
上
陸
し
て
き
た

の
だ
。

　

イ
ー
ス
ト
川
上
流
部
か
ら
漕
ぎ
出
せ
ば
、
後
は
緩
や
か

な
川
の
流
れ
に
乗
る
だ
け
で
済
む
。
船
外
機
は
必
要
な
か

っ
た
。

　

島
の
治
安
を
守
る
た
め
に
そ
れ
な
り
の
数
の
武
装
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
気
付
い
た
時
に
は
、

す
で
に
十
名
を
超
え
る
武
装
し
た
連
中
が
、
島
の
北
端
に

あ
る
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
公
園
に
上
陸
し
た
後
だ
っ
た
。

　

公
園
の
南
側
に
は
、
ホ
ス
ピ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
に

扱
う
コ
ラ
ー
専
門
病
院
が
あ
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
は
、

南
北
に
は
長
い
が
、
東
西
は
極
端
に
狭
い
島
だ
。
南
北
は

二
マ
イ
ル
近
い
長
さ
が
あ
る
が
、
東
西
の
幅
は
、
せ
い
ぜ

い
二
〇
〇
ヤ
ー
ド
強
し
か
な
い
。

　

島
に
は
、
世
界
の
外
交
使
節
団
が
踏
み
留
ま
っ
て
い
た
。

つ
い
先
日
ま
で
は
、
こ
こ
を
イ
ギ
リ
ス
軍
海
兵
隊
が
守
っ

て
い
た
が
、
米
軍
が
、
自
軍
部
隊
同
士
で
の
戦
闘
に
突
入
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し
た
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
東
海
岸
か
ら
撤
退
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
外
交
使
節
団
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が
展

開
す
る
以
前
か
ら
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
に
留
ま
り
、
自
警

団
を
編
成
し
て
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
か
ら
脱
出
し
て
く
る

避
難
民
を
分
け
隔
て
な
く
保
護
し
て
い
た
。

　

彼
ら
の
本
来
の
目
的
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
か
ら
脱
出

し
そ
び
れ
た
自
国
の
居
留
民
保
護
だ
っ
た
が
。

　

英
仏
独
、
極
東
か
ら
は
、
日
韓
の
外
交
官
も
留
ま
っ
て

い
る
。
中
国
も
参
加
を
表
明
し
た
が
、
こ
れ
は
欧
州
外
交

団
が
や
ん
わ
り
と
断
っ
た
。
だ
が
、
中
国
人
の
居
留
民
も

ま
だ
そ
れ
な
り
の
数
が
留
ま
っ
て
い
る
。

　

し
ば
ら
く
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
と
周
囲
を
結
ぶ
客
船

が
細
々
と
運
航
さ
れ
て
い
た
が
、
燃
料
も
尽
き
、
ま
た
島

内
か
ら
の
狙
撃
も
あ
っ
て
運
航
停
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た
。

　

島
と
周
辺
を
往
き
来
す
る
橋
や
地
下
鉄
、
ト
ン
ネ
ル
な

ど
は
、
と
っ
く
に
炎
上
し
た
後
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
も

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
留
ま
る
人
々
は
、
島
か
ら
脱
出
す
る

術
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
島
は
今
、
銃
と
暴
力
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
文
字
通
り
の
無
法
地
帯
だ
っ

た
。

　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
商
業
ビ
ル
や
高
級
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

が
略
奪
に
遭
っ
て
い
た
。
警
察
活
動
は
と
っ
く
に
崩
壊
し
、

消
防
車
も
す
で
に
燃
料
を
使
い
切
っ
て
い
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
内
は
も
と
よ
り
、
こ
こ
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
島
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
全
て
死
ん
で
い
る
。

　

生
き
て
い
る
電
気
は
、
僅
か
に
太
陽
光
発
電
で
動
か
せ

る
も
の
の
み
だ
っ
た
。

　

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
時
々
島
外
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
飛

ば
し
て
様
子
を
探
っ
て
い
た
が
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

は
、
人
間
の
死
体
を
並
べ
て
描
い
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
人
文

字
す
ら
あ
っ
た
。

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
の
外
交
使
節
団
は
、
特
に
指
揮
官
を

設
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
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残
さ
れ
た
外
国
人
の
中
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
最
大
規
模

だ
ろ
う
と
い
う
推
定
で
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
仕
切
っ
て

い
た
。

　

ブ
リ
タ
ニ
ア
王
立
海
軍
兵
学
校
、
通
称〝
ダ
ー
ト
マ
ス
〞

の
卒
業
生
で
も
あ
り
、
銃
の
扱
い
を
知
っ
て
い
る
イ
ギ
リ

ス
外
務
省
一
等
書
記
官
の
ア
ー
サ
ー
・
シ
ン
ク
レ
ア
が
指

揮
を
取
っ
て
い
た
。

　

つ
い
数
日
前
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
海
兵
隊
の
尽
力
で
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
島
へ
と
通
じ
る
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
を
啓け

い

開か
い

し
、
対
岸
に
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

を
構
築
し
て
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に

治
安
回
復
し
つ
つ
外
国
人
居
留
民
を
救
出
す
る
プ
ラ
ン
が

進
行
し
て
い
た
が
、
英
国
軍
の
北
米
か
ら
の
撤
退
で
惨
め

に
も
挫
折
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

　

他
に
軍
事
部
隊
は
お
ら
ず
、
シ
ン
ク
レ
ア
は
、
難
し
い

立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
補
給
物
資
の
搬
入
も
途
絶
え
、
各

国
外
交
団
か
ら
は
、
こ
こ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
か
ら
の
撤
退

案
す
ら
出
て
い
た
。

　

し
か
し
、
シ
ン
ク
レ
ア
は
、
打
て
る
手
は
打
っ
た
つ
も

り
だ
っ
た
。
海
兵
隊
が
撤
退
し
た
直
後
、
近
く
の
ラ
・

ガ
ー
デ
ィ
ア
国
際
空
港
に
飛
ん
で
き
た
最
後
の
支
援
機
に
、

外
務
省
が
雇
っ
た
民
間
軍
事
会
社
の
コ
マ
ン
ド
を
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

乗
っ
て
い
た
の
は
、
ほ
ん
の
十
数
名
の
分
隊
規
模
だ
っ

た
が
、
全
員
が
特Ｓ

Ａ

Ｓ

殊
空
挺
部
隊
や
特Ｓ

Ｂ

Ｓ

殊
舟
艇
部
隊
の
出
身

者
だ
っ
た
。
そ
し
て
普
段
は
、
外
務
省
対Ｍ

Ｉ

６

外
情
報
部
と
の

協
力
関
係
に
も
あ
る
、
信
頼
で
き
る
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

　

シ
ン
ク
レ
ア
は
、
海
兵
隊
と
と
も
に
、
彼
ら
を
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
島
に
上
陸
さ
せ
、
精
鋭
チ
ー
ム
に
よ
る
掃
討
作
戦

を
決
行
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

　

海
兵
隊
が
引
き
揚
げ
た
こ
と
で
、
そ
の
計
画
は
棚
上
げ

に
な
っ
た
が
、
今
は
こ
こ
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
彼
ら

が
い
な
け
れ
ば
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
は
、
ほ
ん
の
一
時
間

で
暴
徒
ら
に
占
領
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
側
と
繋
が
る
唯
一
の
車
道
橋
、
ル
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ー
ズ
ベ
ル
ト
橋
か
ら
北
へ
三
〇
〇
ヤ
ー
ド
地
点
に
あ
る
消

防
署
に
、
臨
時
の
指
揮
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
車
庫
の

南
隣
に
常
設
さ
れ
て
い
る
整
備
用
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
中

に
、
指
揮
所
は
あ
っ
た
。
雨
が
屋
根
を
叩
く
せ
い
で
、
あ

ま
り
静
か
な
空
間
で
は
な
い
が
、
停
電
で
エ
ア
コ
ン
が
落

ち
た
ま
ま
の
室
内
よ
り
は
、
い
く
ぶ
ん
し
の
ぎ
や
す
い
。

　

今
年
の
夏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
暑
か
っ
た
。

　

こ
の
島
の
消
防
署
は
、
全
く
普
段
通
り
に
機
能
し
て
い

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
内
の
消
防
署
か

ら
避
難
し
て
き
た
消
防
隊
員
で
、
普
段
の
四
倍
の
人
員
を

回
し
て
い
た
。

　

消
防
隊
員
が
操
縦
す
る
ド
ロ
ー
ン
が
、
島
の
北
端
上
空

を
舞
っ
て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
転
送
さ
れ
た
映
像
を
見
て
、
シ
ン

ク
レ
ア
は
軽
く
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。
敵
の
数
が
減
ら
な

い
理
由
が
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
雨
の
中
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
と
の
間
を
往
復
し
て
、

武
装
し
た
人
間
を
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し
て
い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
が
い
た
。

「
野
球
場
の
補
給
物
資
は
、
彼
ら
も
ド
ロ
ー
ン
で
見
て
知

っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
れ
を
手
に
で
き
れ
ば
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
王
国
の
キ
ン
グ
に
な
れ
る
…
…
」

　

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ダ
リ
ル
・
Ｆ
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ

ュ
少
佐
が
、
ポ
ン
チ
ョ
を
脱
ぎ
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
。
ベ

テ
ラ
ン
の
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は
、
陸
軍
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
出
身

だ
っ
た
。
民
間
軍
事
会
社
に
転
身
し
、
Ｍ
Ｉ
６
の
汚
れ
仕

事
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
て
す
で
に
五
年
が
過
ぎ
て
い

た
。

「
雨
が
激
し
く
な
っ
て
、
敵
の
攻
勢
は
や
ん
で
い
る
が
、

こ
う
し
て
兵
隊
が
補
充
さ
れ
続
け
る
と
な
る
と
、
雨
が
止

ん
だ
途
端
に
仕
掛
け
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
を
放
棄
す
る

計
画
も
練
っ
て
お
か
な
い
と
？
」

「
そ
れ
は
駄
目
で
す
、
少
佐
。
こ
の
消
防
署
を
失
っ
た
ら
、

そ
の
す
ぐ
背
後
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
橋
を
守
り
切
れ
な
い
。
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島
か
ら
の
脱
出
手
段
も
、
安
全
な
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
側

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
」

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
左
手
の
野
球
場
に
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
と
運
び
込
む
予
定
で
積
み
上
げ
た
数
十

ト
ン
の
支
援
物
資
が
置
い
て
あ
っ
た
。
敵
の
目
的
は
そ
の

物
資
だ
っ
た
。

「
島
の
北
端
ま
で
辿
り
着
け
な
い
限
り
、
上
流
部
か
ら
流

れ
に
乗
っ
て
近
付
い
て
く
る
敵
の
ボ
ー
ト
は
制
圧
で
き
な

い
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
対
岸
に
渡
っ
て
、
狙
撃
す
る

こ
と
も
考
え
た
が
、
島
影
に
な
る
部
分
は
あ
る
し
、
こ
こ

か
ら
一
・
五
マ
イ
ル
は
あ
っ
て
、
配
置
に
は
そ
れ
な
り
の

時
間
が
掛
か
る
」

「
対
岸
の
レ
イ
ニ
ー
公
園
に
狙
撃
手
を
潜
ま
せ
て
、
イ
ー

ス
ト
川
越
え
で
、
上
陸
し
た
後
を
撃
た
せ
る
の
は
？
」

「
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
考
え
た
。
ほ
ん
の
三
〇
〇
ヤ
ー
ド

だ
か
ら
、
狙
撃
は
可
能
だ
。
だ
が
、
連
れ
て
き
た
狙
撃
チ

ー
ム
は
一
つ
だ
。
狙
撃
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
作
業
で
、
そ

ち
ら
に
配
置
す
る
と
、
こ
こ
の
正
面
が
が
ら
空
き
に
な

る
」

「
消
防
士
に
銃
を
持
た
せ
て
い
る
状
況
を
な
ん
と
か
し
な

い
と
…
…
」

　

ラ
ジ
オ
か
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
が
流
れ
て
い
る
。
女
性
が
が

な
り
立
て
て
い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
音
声
が
聞
こ
え
て
い
た
。

記
者
が
、
場
所
は
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
だ
と
言
っ
て
い
た
。

　

国
Ｕ

Ｎ

Ｈ

Ｃ

Ｒ

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
副
代
表
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
シ
ン
ク
レ
ア
女
史
が
、
北
米
か
ら
の
撤
退
を
決
め
た

英
国
政
府
を
厳
し
く
非
難
す
る
内
容
だ
っ
た
。
貴
族
と
は

思
え
な
い
汚
い
言
葉
を
使
い
、
ほ
と
ん
ど
、
罵
っ
て
い
た
。

「
ご
姉
弟
か
何
か
の
関
係
で
？
」

「
い
え
。
叔
母
で
す
。
ま
あ
、
お
聞
き
の
通
り
の
性
格
で

す
け
ど
ね
。
ダ
ラ
ス
か
ら
退
去
す
る
直
前
に
、
衛
星
携

帯
で
少
し
話
を
し
ま
し
た
。
も
う
う
ん
ざ
り
し
た
と
か
で
、

疲
れ
果
て
た
感
じ
だ
っ
た
」

「
ア
フ
リ
カ
の
某
国
で
、
一
度
、
彼
女
の
護
衛
任
務
に
就
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い
た
こ
と
が
あ
る
。
ほ
ん
の
数
日
の
仕
事
だ
と
割
切
っ
た

が
、
あ
あ
い
う
や
り
手
の
上
司
と
長
い
期
間
一
緒
に
仕
事

す
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
よ
。
だ
が
、
影
響
力

は
持
っ
て
い
る
人
ら
し
い
。
帰
国
し
た
彼
女
が
、
ほ
ん
の

数
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
暴
れ
回
れ
ば
、
少
し
は
世
論
の
風
向

き
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
」

「
そ
こ
か
ら
、
支
援
物
資
と
と
も
に
英
軍
が
戻
っ
て
く
る

に
は
さ
ら
に
日
数
が
掛
か
る
」

　

遠
く
で
、
雷
鳴
が
轟
い
た
。
最
初
、
雷
鳴
だ
と
思
っ
た

が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
少
佐
が
、

ド
ロ
ー
ン
で
水
面
を
捜
索
す
る
よ
う
命
じ
る
と
、
カ
メ
ラ

の
視
界
か
ら
外
れ
た
所
を
走
っ
て
い
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
残
骸
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
川
面
を
下
っ
て
い
た
。

「
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
だ
！
―
」

　

と
操
縦
士
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
を
見
る
少
佐
が
言
っ
た
。

「
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
で
は
な
く
て
？
」
と
シ
ン
ク
レ
ア
が
尋

ね
た
。

「
こ
こ
ま
で
の
破
壊
を
ド
ロ
ー
ン
か
ら
落
と
す
爆
弾
で
や

っ
て
の
け
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
重
量
の
爆
弾
と
、
そ
れ

を
運
べ
る
ヘ
ビ
ー
級
の
ド
ロ
ー
ン
が
必
要
に
な
る
。
そ
う

な
る
と
、
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
の
方
が
遥
か
に
軽
く
な
る
」

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
か
ら
こ
ち
ら
へ
と
向
か
っ
て
い
る
途

中
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
生
存
者
は
い
な
い
模
様
だ
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
人
間
は
い
な
い
。

「
ミ
サ
イ
ル
な
ん
て
誰
が
…
…
」

「
ど
こ
か
に
、
強
力
な
武
器
を
持
つ
味
方
が
い
る
よ
う

だ
」

　

そ
の
答
え
は
、
一
〇
分
ほ
ど
し
て
わ
か
っ
た
。
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
橋
を
渡
っ
て
く
る
二
台
の
車
両
が
い
た
。
先
頭
を

走
る
の
は
、
空
港
の
ト
ー
イ
ン
グ
・
カ
ー
で
、
武
装
し
た

英
兵
が
荷
台
に
乗
っ
て
い
た
。
後
方
の
乗
用
車
は
、
ル
ー

フ
か
ら
一
人
の
兵
士
が
身
を
乗
り
出
し
て
周
囲
を
警
戒
し

て
い
た
。

　

島
側
の
検
問
所
で
、
指
揮
所
の
場
所
を
教
え
ら
れ
て
真
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っ
す
ぐ
消
防
署
へ
と
向
か
っ
て
き
た
。

〝
ダ
ー
ト
マ
ス
〞
で
シ
ン
ク
レ
ア
と
と
も
に
学
ん
だ
海
兵

隊
の
中
隊
指
揮
官
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ナ
ン
ト
少
佐
が
乗
用

車
の
助
手
席
か
ら
降
り
て
き
て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
中
に

駆
け
込
ん
だ
。

　

イロ
イ
ヤ
ル
・
マ
リ
ー
ン

ギ
リ
ス
海
兵
隊
第
45
コ
マ
ン
ド
ー
（
大
隊
相
当
）
Ｙ

中
隊
を
率
い
て
い
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
・
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
マ

ン
ド
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
部
隊
は
、
し
ば
ら
く
こ
の
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
島
に
留
ま
り
、
支
援
活
動
と
防
衛
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
治
安
回
復
と
い
う
目
的
を

達
す
る
こ
と
な
く
撤
退
し
て
い
っ
た
。

　

彼
ら
は
い
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

テ
ナ
ン
ト
少
佐
は
、
シ
ン
ク
レ
ア
と
軽
く
ハ
グ
し
て

「
無
事
で
良
か
っ
た
！
」
と
帰
還
を
報
告
し
た
。

「
ど
こ
に
い
た
？ 

い
つ
戻
っ
た
ん
だ
？
」
と
シ
ン
ク
レ

ア
が
聞
い
た
。

「
長
い
話
に
な
る
。
本
隊
は
い
っ
た
ん
カ
ナ
ダ
領
ま
で
引

き
揚
げ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
殿

し
ん
が
り

部
隊
と
し
て
ラ
・
ガ
ー
デ

ィ
ア
に
留
ま
っ
た
が
、
最
後
に
降
り
て
き
た
支
援
機
に
乗

っ
て
い
た
の
が
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
少
佐
の
精
鋭
チ
ー

ム
。
そ
の
最
終
便
に
乗
っ
て
米
領
土
か
ら
出
る
予
定
だ
っ

た
が
、
エ
ン
ジ
ン
・
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
足
止
め
さ
れ
た
。

他
に
も
、
空
港
に
放
置
さ
れ
た
整
備
不
良
な
民
航
機
も
あ

っ
た
の
で
、
政
府
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
量
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
必
要
な
整
備
部
品
を
送
り
込
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
最

後
の
一
機
が
飛
び
立
つ
ま
で
、
Ｙ
中
隊
が
空
港
警
備
を
担

う
こ
と
に
な
り
、
今
度
こ
そ
、
そ
の
最
終
便
で
引
き
揚
げ

る
予
定
だ
っ
た
。
こ
の
北
米
大
陸
か
ら
完
全
に
ね
。

　

と
こ
ろ
が
、
状
況
が
変
わ
っ
た
。
政
府
は
方
針
を
変
更

し
て
、
こ
の
北
米
に
留
ま
り
、
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
っ
た
」

「
そ
り
ゃ
凄
い
！ 

し
か
し
初
耳
だ
ぞ
？ 

全
く
聞
い
て

な
い
話
だ
が
…
…
」

「
外
務
省
辺
り
で
、
今
、
ど
の
程
度
の
関
与
に
戻
る
か
検
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討
中
の
は
ず
で
、
わ
れ
わ
れ
は
単
に
、
先
遣
隊
に
過
ぎ
な

い
。
中
隊
を
ど
う
配
置
す
る
か
は
、
基
本
的
に
私
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
島
の
安
全
の
た
め

に
、
二
個
小
隊
を
連
れ
て
き
た
。
今
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
側
で
、
島
の
北
部
に
上
陸
し
て
敵
を
掃
討
す
る
作
戦
を

練
っ
て
い
る
」

「
も
う
一
度
聞
く
が
、
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
？
」

　

こ
の
急
展
開
が
、
シ
ン
ク
レ
ア
に
は
さ
っ
ぱ
り
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
て
っ
き
り
、
見
捨
て
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

た
の
に
。

「
君
の
叔
母
さ
ん
か
？ 

シ
ン
ク
レ
ア
女
史
は
、
カ
ナ
ダ

経
由
で
ヒ
ー
ス
ロ
ー
に
引
き
揚
げ
る
機
内
か
ら
も
政
府
や

議
会
関
係
者
に
電
話
を
掛
け
ま
く
っ
て
吠
え
た
ら
し
い
し
、

欧
州
で
は
今
、『
ア
メ
リ
カ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
脱
退
す
る

ぞ
！ 

こ
の
恩
知
ら
ず
ど
も
が
―
』
と
い
う
ア
メ
リ
カ

市
民
の
絶
叫
動
画
が
何
十
本
も
バ
ズ
っ
て
い
る
」

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
見
捨
て
た
く
せ
に
か
」

「
そ
れ
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
状
況
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
は
、
ま
だ
ま
だ
一
部
だ
が
、
電
力
が
復
旧
し
つ
つ
あ

る
。
西
海
岸
か
ら
、
こ
の
治
安
は
徐
々
に
復
旧
す
る
だ
ろ

う
。
何
よ
り
、
日
本
の
行
動
が
大
き
か
っ
た
」

「
彼
ら
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
撤
退
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
？ 

こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
日
本
の
外
交
官
に
よ
る
と
」

「
そ
の
予
定
だ
っ
た
こ
と
は
事
実
ら
し
い
。
現
に
昨
日
は
、

マ
ッ
コ
ー
ド
空
軍
基
地
を
守
っ
て
い
た
空
軍
と
と
も
に
、

か
な
り
の
犠
牲
を
払
っ
た
と
聞
い
た
。
そ
れ
が
一
転
、
日

本
政
府
は
、
北
米
に
留
ま
り
、
引
き
続
き
、
軍
事
的
支
援

と
物
資
の
支
援
を
継
続
、
拡
大
さ
せ
る
、
と
表
明
し
た
そ

う
だ
」

「
ま
さ
か
！ 

日
本
は
、
青
信
号
を
見
て
も
横
断
歩
道
を

渡
ら
な
い
ほ
ど
臆
病
で
出
不
精
な
の
に
」

「
中
国
軍
が
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
上
陸
し
て
き
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
米
側
は
長
ら
く
混
乱
し
て
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い
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
第
５
条
の
発
動
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
に
求
め
て
き
た
こ
と
だ
し
」

「
そ
の
ア
ラ
ス
カ
奪
還
の
部
隊
が
ア
ラ
ス
カ
に
到
着
す
る

の
は
、
一
ヶ
月
後
だ
ろ
う
な
。
そ
も
そ
も
日
本
に
は
、
ア

メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
加
す
る
義
務
も
な
い
は
ず
だ
が
」

「
私
も
そ
の
辺
り
、
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
と
は
思
う
が
、
日
本

が
留
ま
る
と
宣
言
し
て
、
そ
れ
な
り
の
犠
牲
も
払
っ
た
以

上
、
兄
弟
国
の
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
見
捨
て
る
と
い

う
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
れ
な
り
の
議
論
を
経
て
、
戻

っ
て
く
る
と
決
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
解
放
作
戦
は
、
再
始
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
少
佐
に
は
、
引
き
続
き
協
力
し
て
頂

け
る
と
助
か
る
。
前
回
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
を
放
置

車
両
を
一
台
一
台
引
っ
こ
抜
い
て
対
岸
に
渡
ろ
う
と
し
た

が
、
今
回
は
、
ボ
ー
ト
で
渡
河
し
、
ま
ず
橋
頭
堡
を
確
保

し
た
後
に
、
橋
を
掃
除
し
て
兵
站
ル
ー
ト
を
確
立
し
よ
う

と
思
う
」

「
軍
は
そ
ん
な
乱
暴
な
作
戦
を
許
可
す
る
の
か
？
」

「
国
防
省
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
や
れ
！ 

と
言
っ
て
き

た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
解
放
へ
と
向
け
て
、
英
軍
が
橋
頭
堡

の
確
保
に
成
功
し
た
！ 

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
れ
ば
、

世
論
の
支
持
も
得
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
読
み
だ
」

「
最
初
か
ら
、
そ
れ
を
や
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
な
」

「
同
感
だ
。
失
っ
た
時
間
は
貴
重
だ
が
、
取
り
戻
せ
る
。

守
り
か
ら
攻
め
へ
と
切
り
替
え
る
。
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国

の
足
並
み
が
揃
う
か
ど
う
か
は
ま
だ
疑
問
だ
が
、
少
な
く

と
も
東
海
岸
の
状
況
は
、
少
し
ず
つ
好
転
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
中
国
軍
は
、
一
週
間
前
に
も
西
海
岸
に
攻
撃
を

仕
掛
け
た
は
ず
だ
が
、
ど
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
第
５
条
の

発
動
を
求
め
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
？ 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
自

動
参
戦
さ
せ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
否
応
な
く
、
ア
メ
リ
カ

の
治
安
回
復
に
も
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

「
理
由
は
単
純
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
西
側
同
盟
国
の
援
助
は

歓
迎
す
る
が
、
大
規
模
な
武
力
行
使
は
容
認
し
な
い
。
彼
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ら
は
、
そ
れ
を
口
実
に
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
が
ア
メ
リ

カ
を
占
領
し
、
民
主
主
義
の
再
教
育
に
乗
り
出
す
こ
と
を

恐
れ
て
い
る
。
日
本
や
韓
国
な
ら
、
そ
ん
な
偉
そ
う
な
態

度
は
取
ら
な
い
か
ら
な
」

「
な
る
ほ
ど
。
し
か
し
酷
い
雨
だ
な
…
…
」

　

土
砂
降
り
の
雨
が
、
地
面
に
叩
き
つ
け
て
い
た
。

「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
な
ら
、
雨
宿
り
で
き
る
ビ
ル
は
そ
こ
い

ら
中
に
あ
る
。
こ
の
雨
は
、
地
上
に
放
置
さ
れ
た
汚
物
も

洗
い
流
し
て
く
れ
る
」

「
本
国
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
天
気
予
報
を
遣よ

こ

す
よ
う
要

請
す
る
よ
。
あ
と
、
シ
ン
ク
レ
ア
女
史
に
、
お
礼
の
電
話

も
入
れ
て
お
い
て
く
れ
。
貴
方
の
尽
力
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
状
況
は
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
」

　

テ
ナ
ン
ト
少
佐
は
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
少
佐
と
大
ま

か
な
作
戦
を
話
し
合
う
と
、
乗
用
車
に
乗
り
込
ん
で
い
っ

た
ん
島
を
出
て
い
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
内
戦
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
大
統
領
選

の
結
果
を
巡
る
各
州
の
大
陪
審
判
決
に
端
を
発
し
た
民
主

共
和
の
小
競
り
合
い
は
、
ロ
シ
ア
の
策
謀
に
よ
る
大
停
電

も
重
な
り
、
大
暴
動
へ
と
発
展
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
暴

徒
に
包
囲
さ
れ
、
行
政
府
機
関
は
麻
痺
し
、
や
が
て
、
上

下
水
道
や
ガ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
主
要
イ
ン
フ

ラ
も
全
て
停
止
し
た
。

　

人
々
は
、
ま
だ
電
気
が
残
っ
て
い
る
各
州
へ
と
大
移
動

を
開
始
し
、
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
へ
、
海
外
へ
と
脱
出
を
図

っ
て
い
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
、
そ
れ
ら
避
難
地
と
な

っ
た
州
の
電
気
も
落
ち
、
終デ

ィ
ス
ト
ピ
ア

末
世
界
と
化
し
て
い
た
。

　

こ
こ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
、
島
と
外
を

結
ぶ
全
て
の
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
地
下
鉄
が
放
火
さ
れ
た
。

車
道
に
至
っ
て
は
、
大
渋
滞
を
起
こ
し
て
い
る
車
に
火
が

点
け
ら
れ
た
。

　

多
く
の
住
民
、
外
国
人
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
内
に
取
り

残
さ
れ
、
文
字
通
り
の
無
法
地
帯
と
化
し
た
デ
ィ
ス
ト
ピ



25 プロローグ 

ア
で
、
救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
瞬
間
を
待
っ
て
い

た
。

　

各
国
が
、
軍
隊
を
北
米
大
陸
の
沿
岸
部
に
派
遣
し
て

細
々
と
活
動
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
内
部
も
分
裂
し
、

つ
い
に
自
軍
部
隊
同
士
で
の
戦
い
が
始
ま
り
、
欧
州
各
国

軍
は
、
一
時
的
な
撤
退
を
表
明
し
て
東
部
諸
州
か
ら
引
き

揚
げ
て
い
っ
た
。

　

西
部
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
に
は
自
衛
隊
が

留
ま
り
、
韓
国
軍
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
に
留
ま
っ
て
戦
っ
て
い
た
。

　

韓
国
は
、
本
国
か
ら
派
遣
し
た
大
勢
の
電
力
会
社
作
業

員
の
尽
力
に
よ
り
、
Ｌ
Ａ
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
電
力
復

旧
に
成
功
し
て
い
た
。

　

一
方
の
自
衛
隊
は
、
夥

お
び
た
だし

い
犠
牲
を
払
い
つ
つ
も
、

い
っ
た
ん
引
き
揚
げ
る
こ
と
を
表
明
し
た
シ
ア
ト
ル
に
留

ま
り
、
今
も
戦
っ
て
い
た
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
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形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
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続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
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、
お
楽
し
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だ
さ
い
。




